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〔論文審査の要旨〕 
ビックデータ処理の標準であるマップリデュース計算モデルでは並列分散処理により大規

模なデータを効率的に処理できる一方で，分散処理に参加する多くの計算機が機密情報にアク

セスできてしまうという問題がある．本論文（本研究）は，ビッグデータから代表的なオブ

ジェクトを選別する手法の効率と計算過程での機密漏洩問題の解決を目的としている． 
第１，２章では，上述の問題の背景の説明と，問題の定式化を行っている． 
データベース中のデータの中で，何らかの属性値で他のデータに比べ良いか等しいものを含

むデータを列挙する機能を「スカイライン問い合わせ」と呼び，数多くのデータ分析で利用さ

れている．第３章では，この「スカイライン問い合わせ」の機能をマップリデュース計算モデ

ルで効率的に，かつ，機密を漏洩させずに計算する手法を提案している． 
第４章では，代表的なｋ個のオブジェクトを，同様に，効率的かつ安全に計算する手法を提

案している． 
第５章では，３，４章で提案した代表的なオブジェクトを選別する手法を応用した，SNS か

らのキーパーソン抽出手法を提案している． 
 最後に，第６章で提案手法の意義と今後の課題についてまとめている． 
  
 口頭試問において，審査委員から，提案する安全な情報選別手法の計算時間や，安全性

の信頼度，関連研究と比較した独自性などについて詳しい説明を求められ，申請者はそれ

ぞれに対し，的確かつ丁寧に回答することができていた． 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与されるに十分な資格があるも

のと認められる． 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


